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１ 課題を取り上げた背景 

 エリートツリー等コンテナ苗（特定苗木を含む）は、その成長の良さを活か

した下刈回数の縮減による造林の省力化・低コスト化が期待され、今後、供給

体制が整備されてくるものと考えられます。一方で、その能力を十分に発揮す

るためには土壌や微地形等が影響するとの調査結果もあり、特に、エリートツ

リー等が良好に成長するには、成長初期に十分な養分が必要と想定されます。

そこで、植栽後も効果を発揮する超緩効性肥料（以下肥料という）を用いたエ

リートツリー等コンテナ苗の成長促進効果、植栽適地等の検証を行うととも

に、５年後の実用化を念頭に再造林の低コスト化（下刈回数の縮減等）の可能

性について検証します。 

 

２ 具体的な取組 

棚倉署及び静岡署管内に、特定苗木

（肥料有り）、特定苗木（肥料無し）、

普通苗木（肥料無し）を植栽した連続す

る３つの調査プロットを斜面の上部、下

部にそれぞれ設定しました。（以下、棚

倉試験地、静岡試験地という）植栽樹種

はスギで、各プロットの植栽本数は、７

×７の 49本、使用する肥料は 360日タ

イプの粒剤で、コンテナ苗植栽時に植穴

へ２ｇ/本、施肥しました。ただし、静

岡試験地はコンテナ育苗段階に施肥し

た苗木を植栽したプロットを斜面上下にそれぞれ追加し、参考調査を行いまし

た。調査項目は、植栽木の樹高、地際直径及び樹冠幅並びに、競合植生の植生

高、種名及び競合状態です。調査（１年目）は、植栽時の初期調査、下刈直前

及び成長期を過ぎた秋の計３回調査を行いました。 

 

３ 取組の結果 

  棚倉・静岡

試験地共に特

定苗木が普通

苗木より成長

が早い傾向が

見られました

が、施肥の有

無による成長

差は、見られ

ま せ ん で し

た。同様に立地

による肥料効果も現段階では見られませんでした。また、施肥の有無による競

合植生及び競合状態への影響は見られませんでした。 

 

４ まとめ 

  １年目の調査結果では、肥料による成長促進効果は見られませんでした。今

回使用した肥料は、肥料効果が１年ですが、今後も継続して調査を実施し、成

長促進効果、植栽適地等の検証を行います。また、本課題は林野庁統一課題と

なっており、開発期間を５年間で設定し、全国の各森林管理局で横断的に取り

組んでいます。関東局では来年度、茨城署管内においても新たな試験地を追加

し、育苗段階から施肥したコンテナ苗の成長促進効果についても検証していき

ます。 図 1 棚倉試験地の概要 

図 2 調査結果（静岡試験地） 


